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概
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時

諭

岩
齢
船
白
題
用
と
そ
白
血
分

第
ニ
十
七
魯

五
ニ
エ

第
四
抗

穴
式

噂

論

老
齢
艇
の
運
用
三
そ

の
慮
分

4、

島

昌

太

京区

我
淘
蓮
田
抑
に
於
り
る
現
干
の
重
要
問
閣
の
一
つ
は
、
老
齢
舶
の
運
用
者
し
(
は
そ
の
蕗
分
に
闘
す
品
事
柄
で
ゐ

る
。
却
も
、
今
日
、
海
蓮
田
抑
の
不
況
甚
だ
し
く
般
腹

ω過
剰
移
し
〈
、
運
賃
下
落
の
著
し
い
古
き
に
あ
花
っ
て
、

費
用
の
比
較
的
多
く
髄
む
者
齢
般
は
、
そ
の
所
有
者
仁
ご
っ
て
、
損
失
の
累
積
す
る
持
て
剰
し
も
の
で
あ
る
ご
共

一
般
の
海
運
昇
特
に
不
定
期
般
事
業
一
般
に
芭
つ

τ、
そ
の
不
況
を
一
見
仁
深
刻
化
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

rhrら
、
こ
の
老
齢
般
問
題
正
い
ふ
も
の
は
、
ど
の
海
運
固
に
於

τも
難
問
題
Z
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、

特
に
我
国
ゃ
、
伊
太
利
ゃ
、
詰
威
の
や
う
な
・
海
運
闘
古
い
っ

τも
、
殊
に
不
定
期
般
事
業
を
以

τそ
の
海
運
構

成
の
主
要
部
を
な
す
園
仁
於
て
は
、
軍
じ
海
運
昇
村
い
り
の
問
題
で
は
な
〈
、
賞
に
困
家
的
問
題
Z
な
っ
て
居
る
の



で
b
る。

我
闘
に
於

τも
、
阪
に
度
々
老
齢
舶
問
題
は
論
議
せ
ら
れ
た
。
最
近
に
至
つ

τ、
新
聞
紙
の
報
ず
る
所
に
よ
る

z.
こ
の
岩
齢
舶
を
多
〈
抱
ヘ
七
苦
ん
で
居
る
我
が
不
定
期
船
主
は
、
繋
船
同
盟
、
共
同
配
般
ご
い
っ
た
も
の
を

計
量
L
て
居
る
古
い
ふ

ζ
Z
で
あ
る
O
A
-
-

そ
の
報
道
の
ま
〉
ぜ
掲
げ
る

z・
|
|
東
京
般
主
曾
は
、
今
回
大
略

-
次
の
加
き
共
同
配
舶
の
集
を
立
案
し
・

目
下
小
樽
幽
館
櫛
世
田
大
阪
紳
戸
門
詞
な
ど
の
船
主
曾
に
通
議
賛
同
を
求
め

τゐ
る
。
こ
れ
に
よ
る
ご
共
同
配
舶
の
出
来
る
枇
外
舶
は
、
近
海
に
あ
る
約
二
百
高
噸
中
約
百
七
十
宙
開
噸
(
三
百

隻
)
ご
し
・
内
五
割
を
紫
般
L
・
残
h
の
五
割
の
共
同
配
舶
を
行
ひ
、

一
種
の
共
同
配
般
事
務
所
を
設
立
し
て
・

こ
れ
が
指
揮
に
委
ね
、
繋
船
般
主
に
は
配
船
舶
主
か
ら
・

一
定
の
繋
船
料
を
分
奥
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
-
9
(
一
)
崩
落
せ
る
運
賃
の
引
上
げ
、
つ
乙
保
険
料
負
抽
聞
の
極
減
(
紫
加
す
れ
ば
一
二
分
の
二
の
保
険
料
が
戻
る
)
、

(
三
)
乗
組
員
の
減
員
正
一
貫
録
負
傷
微

ω減
少
・
(
運
航
中
は
三
四
十
名
を
要
す
る
も
繋
船
す
れ
ば
玉
名
仁
て
足
る
)

な
ど
の
目
的
を
謡
せ
ん
正
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
は
、
郵
南
南
一
祉
の
と
ど
き
定
期
船
主
も
双
手
を
皐

げ
て
賛
成
し
て
ゐ
る
が

.
L
か
し
こ
れ
に
劃
し
て
は
先
づ
第
一
に
影
響
を
受
り
る
荷
主
や
海
員
、
保
険
曾
祉
な
い
と

は
必
然
反
謝
す
る
も
の
ご
見
ら
れ
、
他
而
般
主
中
に
は
利
を
見
れ
ば
共
同
動
作
を
容
易
に
破
棄
し
て
顧
み
、
ざ
る
も

の
き
へ
ゐ
る
二

ε、
て
、
質
現
ま
で
に
は
少
か
ら
中
曲
折
を
経
る
も
の
ご
見
ら
れ
て
ゐ
る
o
ー

ー

私
は
、

か
〈
の
如
き
案
は
、
た
hv

に
、
そ
の
賞
現
ま
で
に
、
少
か
ら
"
さ
る
曲
折
が
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
縦
ひ

時

論

老
齢
船
白
運
用
と
そ
の
虞
分

第
二
十
セ
魯

五

第
四
説

百
七



M告

言満

老
齢
船
田
運
用
と
そ
の
蕗
分

司、
L

』

a
'
F
r

第
二
十
七
番

:丘

四

第
四
挽

一
時
は
質
現
し
て
も
、

か
、
る
耐
用
船
同
盟
は
決
し
て
永
縦
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
(
、
外
国
舶
が
日
本
近
海
に
臨

舶
せ
ら
る
、
や
う
に
な
れ
ば
直
ち
に
崩
解
す
る
も
の
吉
信
中
る
も
の
で
ゐ
る
。

併
し

そ
の
理
由
は
後
段
に
辿
ぶ
る
こ

Z
、
し
て
、
な
は
、

炉
、
る
般
腹
過
剰
を
惹
起
し
、
難
航
同
盟
、
共
同

配
附
な
ど
を
計
査
せ
ね
ば
な
ら
凶
や
う
な
形
勢
を
つ
〈
っ
た
も
ご
は
、
老
齢
般
の
哨
加
じ
め
る
ど
信
す
る
か
ら
、

こ
、
に
先
づ
、
こ
の
若
齢
舶
な
る
も
の
、
我
海
運
に
於
け
る
地
位
を
研
宛
し
て
置
か
う
ピ
思
ふ
。

普
通
に
老
齢
船
正
認
め
ら
れ

E
居
る
も
の
は
、
船
齢
一
一
十
五
年
以
上
の
も
の
で
ゐ
る
。
み
ヘ

ロ
イ
グ
鮒
級
組
合

の
一
九
二
七
|
二
人
年
般
名
銑
に
載
す
る
所
の
統
計
に
よ
る
ご
、
我
日
本
は
、
商
舶
の
所
一
脳
総
数
は
一
一
千
三
十
五

値
比
、
四
百

O
三
市
内
三
千
三
百

O
四
噸
で
あ
っ
て
、
鋤
齢
二
十
五
年
以
上
の
も
の
は
、

三
百
二
十
人
隻
、
人
十
九
高

九
千
九
百

O
九
噸
で
あ
る
。
卸
も
、
謂
は
ゆ
る
老
齢
舶
は
、
総
商
船
に
謝
し
、
隻
数
に
於
て
一
割
六
歩
一
一
座
に
蛍

h
、
噸
敢
に
於

τ
二
割
二
歩
二
座
に
賞
る
諦
で
ゐ
る
。

比
較
盛
考
の
た
め
、
世
界
全
健
及
び
主
要
海
蓮
闘
の
商
舶
を
船
齢
別
に
従
ひ
そ
の
隻
数
正
噸
数
ご
を
前
越
の
ロ

イ
グ
船
名
録
一
九
二
七

l
八
年
に
従
ひ
示
せ
ば
、
弐
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
船
名
録
に
は
一

O
O噸
以
上
の
も
の

か
ら
載
せ
て
居
る
か
ら
、
こ
、
に
も
、
ぞ
の
ま
、
で
示
す
こ
吉
、
し
た
。
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〈
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J
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同Y
A
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回一品、-一道

昌三、-一二回

目玉
Z
E、
晶
司
品
川

四百円二一一旬凶

号一品、一一
nh
宅

昌一一、↓一-歪

子
治
、
吾
ゴ
一

-一八一、一豆一

喜一一一一、口一百

同
会
、
盟
五

思
晶
、
品
交

-E且
、
日
己

Z
口一、一山晶

A
、
当
五
号
室
A

式
、
会
A

、
口
蓋

点
、
屯
一
円
全
国

る
も
の
は
、
英
吉
利
で
ゐ
っ
て
、
そ
の
次
は
斑
米
利
加
で
あ

h
、
我
日
本
は
、
隻
放
が
ら
見
て
も
峨
敏
か
ら
見
て
も
第
一

位
に
ゐ
る
。
併
し
、
辛
れ
は
絡
調
教
に
つ
い
て
の
観
・
日
常
で
あ

察
す
る
吉
、

る
o

こ
れ
を
所
嵐
会
前
舶
の
隻
数
及
び
噸
敷
に
比
蚊
し
て
凱

日
本
は
、
前
に
言
っ
た
ゃ
う
仁
、
隻
敷
に
於
て

所
属
会
商
般
に
劃
し
て
一
割
六
歩
一
一
煙
に
嘗
り
、

こ
、
-
-
列

奉
し
た
七
ケ
図
の
中
に
於
て
は
、
第
六
位
で
あ
っ
て
、
こ
の

結
に
於
て
は
、
各
海
運
閤
Z
の
比
較
観
察
上
老
齢
舶
が
多
渇



ぎ
る
宣
言
一
口
ふ
紋
態
で
も
な
い
。
併
し
、
所
属
会
商
船

ω畷
放
に
謝
す
る
老
齢
般
の
割
合
は
・

日
本
は
伊
太
利
に
次

「
所
の
第
二
位
で
ゐ
つ
T
、
卸
も
、
金
噸
敷
の
二
割
二
歩
三
庫
に
賞
る
も
の
が
船
齢
二
十
五
年
以
上
の
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
、

一
覧
表
を
以

τ示
せ
ば
、
前
頁
仁
掲
「
る
が
如
〈
で
ゐ
る
。

所
属
会
商
脚
噸
数
に
謝
す
る
老
齢
般
頓
数
の
歩
合
は
、
琵
米
利
加

ω五
歩
入
風
、
英
士
円
利
の
九
歩
一
一
煙
、
諾
成

の
一
割
一
歩
五
周
に
比
べ
て

日
本
は
・

二
割
ニ
歩
二
一
一
周
ご
い
ふ
高
率
金
示
じ
て
居
る
。
噸
放
の
上
か
ら
言
ヘ

ば
、
日
本
は
確
か
に
各
海
運
岡
正
の
比
峡
糊
察
上
、
老
船
舶
が
多
過
y
d
る
航
践
を
星
し
て
居
"
。
。

日
本
の
老
齢
帥

が
、
隻
数
の
割
合
に
於
て
は
、
左
耗
大
な
る
歩
合
倉
市
め
な
い
の
に
、
噸
数
の
上
か
ら
云
へ
ば
、
大
な
る
歩
合
を

上
口
め
る
ご
い
ふ
・
』
ご
は
、

日
本
に
於
て
は
、
比
較
的
型
の
大
き
い
方
の
般
仁
老
齢
舶
が
多
い
己
い
ふ
こ
己
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
英
吉
利
の
如
き
は
、
老
齢
舶
の
隻
数
は
全
両
舶
の
二
制

O
二
一
盟
で
あ
る
の
に
、
噸
放
に
於
て
は
僅

か
に
九
歩
一
厘
ご
い
ふ
歎
を
示
す
の
は
、
老
齢
仙
仰
が
型
の
小
き
い
船
に
多
い
こ
ご
を
現
は
す
も
の
で
、
現
に
統
計

表
に
見
は
れ
て
居
る
所
に
よ
る
ご
、
若
齢
帥
削
噛
脚
隻
数
一
、
五
八
二

ωう
も
一
、

O
五
六
は
五
百
噸
未
満
で
ゐ
り
、

六
O
は
五
百
噸
乃
至
一
千
噸
で
め
る
。

rhrら、
一
千
噸
以
上

ω老
齢
般
は
僅
に
三
百
六
十
六
隻
に
過
ぎ
な
い
。

か
、
る
究
第
で
あ
る
か
ら
、
問
題
正
す
る
仁
足
る
所

ω老
齢
舶
が
‘
果
し
て
多
い
か
ど
う
か
を
、
各
岡
比
較
に
つ

い
て
見
ゃ
う
古
す
れ
ば
、

一
千
噸
末
端
e

伊
除
外
し

τ観
察
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
そ
こ
で
こ
、
に
一
千
噸
未
満
を
除
き

時

論

老
齢
船
の
運
用
と
そ
白
虚
分

第
二
十
七
番

五

-t 

第
四
揖

七
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論

老
齢
船
白
誕
用
主
そ
白
底
分

第
二
十
七
巻

E 

λ 一
覧
表
を
作
成
す
る
E
弐
の
如

た
る
範
関
内
で
全
商
船
じ
謝
す
る
.

二
十
五
年
以
上
の
船
舶
の
隻
数
仁
つ
い
て
、

〈

-wzs。

t

j
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商
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t
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第
四
説

一七

申

一
千
噸
未
満
を
除
き
た
る
範
園
内
仁
於
て
は
、

日
本
の
老
齢
船

ωる
一
商
般
に
謝
す
る
割
合
は
英
、
米
、
諾
の
次

に
位
す
る
腕
の
第
四
位
で
あ
っ
て
、
世
界
全
数
の
比
率

t
比
べ
て
も
、
術
U
H

そ
れ
よ
b
下
位
に
ゐ
h
、
総
括
的
視



ゃ
う
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
何
故
に
.
我
国
仁
老
齢
舶
問
題
が
あ
る
の
か
。

察
に
於
て
は
、
各
海
蓮
園
ピ
の
相
掛
的
関
係
に
於
て
老
齢
般
が
多
過
ぎ
る
さ
い
ふ
放
態
に
め
る
も
の
古
言
へ
な
い

で
.
我
商
舶
の
加
齢
ピ
紬
型
ピ
の
闘
係
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。

ロ
イ
ゾ
般
名
録
に
よ
る
ご
日
本
の
老
齢
舶
の
般

こ
れ
を
知
る
が
た
め
に
は
.
民
に
進
ん

型
別
は
衣
の
如
〈
に
な
っ

τ居
る
。

日
本
に
於
け
る
船
齢
二
十
五
年
以
上
の
船
舶

告 O。λ 六回ニー 噸
O 、 OO 、 o 0 、 O、 五一

o 000  000  0 

O |O  |O  !O  |O  lO  |O  |0  | 
llt 

一一
n 0、 入六回二一
、、、 、 、 、 五 :

O O C O O O g DIJ 計わ COOO O g 
000  0 00  0 

集

ー五三六四一 亜t
λ ニ o 0 九六凹七

地I

/'‘ 一一 一一 一
ブL ニ プマ h 九 O 三コ
九三 三 λ 三ニハ
、 、

七、八、五、五、ヨ1、 0、
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八 O 八四一八 亜t

ヨ， 0 o 'Ii四 O 八二

時

走
齢
制
の
謹
加
と
そ
の
品
分

第
ニ
十
七
巷

論

L_ーーー」

明
』
れ
に
よ
る
記
、

日
本
で
は
.

二
千
噸
乃
至
四
千
噸
型
り
も
の
が

老
齢
舶
の
中
で
一
番
多
い
。
か
く

の
如
き
は
が
蓮
闘
の
う
も
で
は
、

日
本
正
伊
太
利
吉
だ
り
で
あ
っ
て

他
的
諸
闘
に
於
て
は
、
定
齢
船

ω

最
も
多
い
の
は
五

O
O噸
未
尚
の

沿
岸
航
路
加
で
め
っ
て
、
そ
の
次

が
一
千
噸
未
満
の
小
型
船
で
あ

ち
、
以
下
次
第
に
加
型
的
大
量
〈

な
る
じ
従
っ
て
、
老
齢
舶
の
数
が

E 

ブL

酎

W
H田
耕

七
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論

老
齢
船
の
運
用
主
そ
の
慮
分

第
二
十
七
番

五
三

O

第
四
班

七
回

少
〈
な
っ
て
居
る

ω
で
あ
る
。
印
ち
次
表

ω如
〈
で
あ
る
。

舶
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年
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別
隻
数

一ー 一一
告 O 五 O 八 六四二一

噸

o 0 000  0 0 0 li -

O 以O O O |O  O |O  O|O O|OO |nO |O  O l O O l O O l 
亜止

上二一」

O C、"ff. 0 八六回、 二一

O O O20  0 0 五 XJj 
言ト O O O O n o  O O O 

000  0 0 0 0 0 

日

- 3i三六 Illj - -j，: J、 o 0 九六 P'J 士

英
、

五 一一一 O 手I
ハ. よ-ー二ー 7且、a ー』ー一ー - ト"、~ n 

本q
五 O 八大二凹の古

話i

四 タfo
二七四六 O ;.rIJ 

IJn 
九 一=七 七一七九一=

制ill
闘

二四回二八
問セ--[:四七ブf

掲

ブL 一五五 O 五
t且O 一一一育円六六九

fjt 

凹 太
- 3i一七六 O

不リ
'L "" 肝，10 t 阿 λ 円

描

ノ「、 一三 jt~ :fLご二
成

プ〈 ::: 0 = fi プ A

t 一ー一一 1'" 、 、、、、

S盟純F主弘山司 三一-0 六
二二九 λ ーニニニ

'li 一一八八四苛九八八三

こ
の
表
に
よ
っ
て
見
る
ご
、
日
本
吉
伊
太
利
吉
は
二
千
噸
乃
至
四
千
噸
型
の
般
に
於
て
、
老
齢
舶
が
最
も
・
多



ぃ
。
そ
し
て
他
的
海
運
国
Z
比
べ
て
見
る
ご
、

-
』
の
型
の
般
に
於

τ老
齢
舶
が
格
別
に
多
い
Z
い
ふ
貼
に
於
て
著

し
い
現
象
を
是
し

τ居
る
。
こ
れ
が
我
園
に
老
齢
般
問
題
の
起
る
ゆ
ゑ
ん
で
あ
る
ω

我
岡
正
伊
太
利
正
が
他
の
海
運
岡
ご
比
綾
L
て
二
千
噺
乃
至
四
千
順
型
の
般
に
老
齢
舶
が
特
に
多
い
ご
い
ふ
こ

ご
は
、
何
等
の
歴
史
的
沿
革
の
あ
る
謬
の
も
の
で
は
な
い
。
欧
洲
大
戦
後
に
、
他
の
海
運
図
の
船
主
が
手
離
し
た

こ
の
型
の
老
齢
帥
仰
を
.
我
国
t
伊
太
利
己
の
般
主
が
輸
入
し
て
、
そ

L
て
そ
の
運
用
が
行
き
つ
ま
り
、
こ
れ
を
背

負
込
ん
だ
形
に
な
っ
た
も
の
で
、

そ
の
旅
闘
は
両
閥
古
も
見
込
議
ひ
の
輸
入
仁
ぬ
る
。
伊
太
利
の
こ
ピ
は
ピ
も
か

く
ご
し
て
、
以
下
我
闘
に
闘
し

τ遁
よ
る
で
あ
ら
う
。

四

欧
洲
大
戦
後
、
海
運
mr
は
急
激
に
戎
る
貼
ま
で
不
況
に
陥
h
J
、
そ
れ
か
ら
は
徐
々
に
不
況
が
深
刻
ぜ
な
っ
た
。

我
闘
に
老
齢
般
の
聡
入
が
目
立
つ
や
う
に
な
っ
允
の
は
、
最
初
に
急
激
に
不
況
が
来
て
一
時
小
康
を
保
つ
忙
ご
き

で
、
今
日
か
ら
言
へ
ば
、
そ
れ
か
ら
更
に
不
況
が
徐
々

t
L
て
深
刻
を
加
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

神
戸
海
運
集
合
所
の
後
表
す
る
所
じ
よ
っ
て
調
査
し
て
見
る
吉
、

昭
和
三
年
に
於
て
舶
齢
二
十
五
年
を
超
ゆ
る

品
川
舶
が
犬
正
十
一
年
以
筏
聡
入
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
突
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
‘
勿
論
、
解
撤
船
酔
合

め
て
居
な
い
。

時

諭

老
齢
船
白
運
用
と
そ
の
底
分

第
二
十
七
番

E 
= 

第
剛
腕

七
五
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言砧

老
齢
船
の
謹
則
と
そ
の
底
分

昭
和
三
年
に
於
て
般
齢
二
十
五
年
を

超
ゆ
る
船
舶
り
聡
入
隻
数
及
び
噸
歎

費

車生

亜k

都
二
十
字
谷

五
= 

第
凹
凱

七
六

大

正

噸

十

λ

一
、
カ
七
五

右
の
如
(
海
運
界
的
不
況
の
古
昔

に
‘
何
故
仁
米
齢
舶
が
輸
入
せ
ら
れ
た

か
。
ぞ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
、
資
手

ぜ
買
手
ご
の
閥
に
、
勝
家
の
海
運
界
の

景
気
に
謝
す
る
見
解
を
具
に
し
た
か
ら

で
あ
る
。
英
吉
利
ゐ
た
b
の
般
主
は
、

蛍
時
、
造
船
造
機
工
業
の
後
遺
よ
り
見

て
、
特
に

J

ア
イ
ゼ
片
・
エ
V
デ
V

の

進

大

正

年

十

J、

四
九
J
一二

O

歩
に
甚
村
h

重
き
を
置
き
、
老
齢
舶
を
淘

汰
し
て
、
新
法
舶
を
以
て
そ
の
船
隊
の

改
造
に
着
手

L
・
老
齢
舶
の
値
段
を
多
少
見
切
っ
て
資
般
市
場
に
こ
れ
を
出
し
た
。
我
闘
の
般
五
は
、
海
道
界
が

大

正

十

1jミ

一五ニ
J

一O
六

今
日
の
如
く
深
刻
な
る
不
況
に
遭
遇
す
る
ご
は
夢
一
見
思
は
す
、
嘗
時
の
不
況
時
代
に
蕗
す
る
良
策
は
、

大

正

年

七

昭昭大大

正

十

四

E
r
r
-

-
F
τ
i」

和

元

利

二 十

ハ一、五五

勾三年年年年

二
ハ
、
九
八
六

=一、
0
0
0

、、二、
L

'
ニ
プ
」
ノ

の
割
安
な
老
齢
舶
を
運
用
す
る
に
あ
る
ご
考
へ
た
か
ら
で
め
る
。

こ
の
舶
倒

一
冗
来
、
老
齢
舶
が
輸
入
せ
ら
れ
る

ωは、
そ
の
買
入
価
段
が
安
い
が
た
め
、
国
定
設
が
少
〈
、

毛
の
結
果
、
海

運
輸
押
務
の
生
産
費
低
〈
、
不
況
時
代
の
安
い
市
場
蓮
貨
の
下
に
蓮
周
す
る
じ
麹
す
る
Z
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ



る。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稀
-H
な
る
問
題
が
あ
る
が
、
先
づ
考
慮
す
べ
き
は
=
そ
の
貫
入
純
段
が
寅
質
的
に
果

Lτ

安
い
か
ど
う
か
ご
い
ふ
ニ
ご
で
あ
る
。
も
ご
よ

b
、
老
齢
舶
の
値
段
そ
の
も
の
が
新
造
般
に
比
べ
て
安
い
こ
さ
は

言
ふ
ま
で
も
な
い
o

古
い
も
の
は
古
い
だ
け
安
い
の
が
嘗
然
に
か
ら
で
ゐ
る
o

だ
か
ら
・
借
入
資
本
を
以
て
こ
れ

を
買
入
れ
る
ご
す
る
己
、
そ
の
利
子
負
携
が
新
地
般
に
比
ぺ
て
少
い
ニ
己
は
明
か
で
ゐ
る
。

-
」
の
鮎
に
於
て
老
締

舶
は
海
運
航
労
務
の
生
産
費
が
少
〈
て
憐
む
の
利
益
が
め
る
。

併
し
乍
ら
、
老
齢
舶
は
、
賀
入
侃
段
が
新
治
蜘
よ
り
安
く
ど
も
、

短
い
。
老
齢
般
の
値
段
が
呆

Lτ
資
質
的
に
安
い
か
ど
う
か
は
、

そ
の
耐
周
年
限
は
、
明
か
に
新
造
航
よ
り
も

こ
の
耐
周
年
限
が
短
い
-
}
ご
を
計
算
に
入
れ
E

考
へ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
車
に
、
値
段
そ
の
も
の
だ
け
を
見
て
は
到
底
分
ら
な
い
も
の
で
め
る
。
そ

L
て
、
耐
用

年
限
を
計
算
に
入
れ
て
買
入
値
段
を
考
慮
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
そ
の
減
使
紛
却
を
見
込
む
こ
ご
で
め
る
。
老
齢

航
炉
、
新
造
船
に
比
べ
て
、

そ
の
利
子
負
措
少
〈
、
そ
の
上
、
減
価
問
鈎
却
相
官
も
品
川
'
〈
1
済
ん
で
こ
そ
、
そ
の
値
段

が
貫
質
的
に
安
い
吉
見
倣
し
得
る
o

か
〈
て
こ
そ
・
そ
の
回
定
費
も
新
遺
品
川
よ
り
少
い
記
言
ふ
こ
己
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

然
る
に
、
老
齢
般
を
買
入
る
、
勝
主
が
、
そ
の
減
伺
鉛
却
の
こ
ご
な
ど
は
計
算
に
入
れ
ず
、
た
い
利
子
負
擦
り

少
い
こ

Z
だ
け
を
考
へ
て
、
そ
の
固
定
費
が
少
く
て
務
h
U

司
王
忠
ふ
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
は
甚
だ
し
い
間
違
ひ
で

日午

論

老
齢
始
。
辺
川
と
そ
の
蕗
分

第
二
十
七
番

五

第
四
就

七
七



'lf 

詰詣

老
齢
舶
の
運
用
と
そ
の
底
分

第
二
十
七
巻

玉
三
四

節
目
蹴

じ
J、

あ
る
o

併
し
海
運
界
の
賞
際
に
は
、

か
、
る
考
へ
の
般
主
が
髄
分
少
〈
な
い
や
う
に
。
不
況
の
際
に
は
、
般
債
の

鉛
却
な
Y
」
を
計
算
に
入
れ
て
居
つ

τは
、
到
底
、
運
賃
の
算
盤
を
も
て
る
も

ωで
は
な
い
。
ピ
か
ら
、

元
か
ら
白

分
山
り
も
っ
て
居
る
船
舶
に
つ
い
u

て
は
.
そ
の
湿
気
の
原
倒
計
算
に
、
そ
の
船
の
減
岡
慣
鮒
却
な
ど
を
計
算
仁
入
れ
て

活
な
い
の
が
、

一
般
の
船
主
の
憤
ひ
で
あ
る
o
彼
等
は
、
自
分

ω所
有
般
に
つ
い
Y

て、

か
、
る
計
算
に
慣
れ
て
居

る
か
ら
、
彼
等
が
、
新

ιれ
仁
老
齢
般
伝
買
入
れ
ん
ご
す
る
場
合
仁
も
、
位
#
、
う
か
つ
じ
も
、

一
元
か
ら
も
っ
て

居
る
加
古
同
じ
ゃ
う
芯
計
算
で
、
買
入
る
べ
き
老
齢
般
に
つ
い
て
も
鈎
却
費
を
忘
却
す
る
こ
ご
が
あ
る
G

い
な
、
彼
等
は
、
鮒
却
費
を
算
盤
に
入
れ
る
こ
ご
を
忘
却
す
る
り
で
な
〈
芭
も
・
瞥
〈
一
二
年
程
こ
れ
を
使
用

し

τ、
そ
の
上
、
殆
H

と
貿
入
値
段
正
大
差
の
な
い
v

代
田
慣
で
、

-
』
れ
を
貰
却
し
得
る

r
bう、
ご
い
ふ
漠
然
た
る
考

へ
を
懐
い
て
、
減
『
倒
鈎
却
を
し
な
い
ゃ
う
で
め
る
o

自
分
の
持
舶

ω場
合
に
は
、
減
岬
偶
鈎
却
を
計
算
に
入
れ
る
己

入
れ
な
い
ご
に
拘
は
ら
宇
、

ご
も
か
〈
こ
れ
を
所
有
し
T
居
る
限
h
・
市
場
運
賃
で
遅
刻
せ
ね
ば
な
ら
必
の
で
め

る
か
ら
、
減
額
鈎
却
を
見
逃
し
て
居
っ
て
も
、
質
際
上
の
結
旧
事
に
大
差
が
ゐ
る
静
で
は
な
い
が
、
今
買
入
れ
ん
己

す
る
般
舶
に
つ
い
て
、

-
」
れ
を
鬼
諮
し
で
は
、

お
話
に
な
ら
ぬ
次
第
で
ゐ
る
。
併
L
、
hr
〈
の
如
旨
放
漫
無
謀
の

般
圭
が
存
在
し
て
、

一
般
の
船
主
に
遼
惑
を
か
け
る
こ
さ
は
、
海
運
界
の
激
烈
な
る
景
気
の
浮
沈
に
洗
糟
せ
ら
れ

e
o
-
-
i
E
h
H
O
/
、
，
し
干

11

た
uv
傍
倖
に
よ
っ
て
一
時
的
な
黄
金
時
代
の
夢
を
味
っ
た
後
進
海
謹
闘
に
は
め

b
が
も
の
事

買
で
あ
る
o

日
本
や
伊
太
利
の
船
主
が
、
英
吉
利
や
諾
戚
の
船
主
か
ら
・
そ
の
老
齢
般
を
背
負
込
ま
き
れ
た
の



は
、
か
、
る
無
経
厳
に
薬
品
r
ら
れ
た
や
う
な
も
の
に
。

般
債
の
鈎
却
を
算
盤
に
入
れ
や
九

たい
v
m
H
入
値
段
の
安
い
こ
正
じ
よ
る
刺
子
負
強
の
少
き
こ
ご
に
け
を
見
工
、

近
親
服
的
な
計
算
を
す
れ
ば
、
老
齢
舶

ω固
定
設
は
表
面
的
に
は
新
治
般
に
比
べ
て
幾
分
か
安
〈
見
ゆ
る
は
言
ふ

ま
で
も
な
い
。

豆

老
齢
般

ω蓮
刷
に
官
h
、
般
債

ω鈎
却
を
度
外
腕
す
る
古
い
v

ふ
こ

Z
は
、
右
に
越
h
h

る
が
加
〈
、
無
謀

ω極
で

あ
る
け
れ
Y
」
も
.
賞
際
問
題
ご
し

τは

海
蓮
界
の
恭
一
銭
が
不
況
よ
り
a
比
好
に
向
ム
て
進
み
つ
、
、
ゐ
る
場
合
に

は
、
少
し
も
差
支
な
い
こ
ど
で
あ
る
。
元
来
・
船
舶

ω代
胴
聞
は
、
市
場
運
質
的
騰
落
に
比
例
す
る
。
市
場
運
賃
が

刺
盆
少
い
ご
き
に
は
、
船
舶
の
代
倒
は
安
〈
、

そ
の
刺
盆
が
多

f
な
る
に
従
っ
て
こ
れ
は
高
〈
な
る
も
の
で
あ

る
O

だ
か
ら
、
不
況
時
代
に
安
〈
買
入
れ
た
老
齢
紬
も
、
そ
の
後
、
幸
運
に
も
海
運
界
の
好
景
集
「
恵
ま
る
、
な

ら
ば
、
買
入
値
段
吉
岡
鋭
殺
度
、
若
し
く
は
疋
に
好
都
合
な
場
合
に
は
、
賀
入
値
段
よ

h
も
高
い
代
欄
で
，
』
れ
ケ

寅
却
す
る
こ
£
が
出
来
る
。
か
、
る
質
例
も
決
し
て
少
〈
は
な
い
。
か
や
う
な
場
合
に
は
、
般
師
恨
の
鉛
却
な
ど
を

度
外
視
し
て
居
っ
て
一
会
末
も
差
支
ゐ
る
詳
の
も
の
で
は
な
い
o

併
し
そ
れ
は
、
繰
越
し
て
言
ふ
が
、
が
蓮
田
神
一
が
不

況
よ
り
好
況
に
移
つ

1
、
盆
E
政
官
燥
す
る
場
骨
に
限
る
こ
ご
で
ゐ
る
。

こ
れ
仁
反
し
、
海
運
界
沈
滞
の
場
合
、
殊
に
、
そ
れ
が
盆
主
沈
滞
に
赴
き
、
不
景
気
が
深
刻
を
加
へ
ん
古
す
る

時

諭

老
齢
船
白
運
用
と
そ
白
底
分

第
二
十
七
巻

玉
三
五

枯
伊
回
統

七
ブL
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言街

老
凪
阿
舶
自
活
用
と
そ
の
盛
分

第
二
十
七
巻

五
三
六

第
四
減

A 
Q 

や
う
な
際
に
、
減
調
紛
却
を
度
外
鵡

L
、

一
二
年
運
用
の
後
に
・
』
れ
を
民
入
値
段
に
劣
ら
グ
る
代
償
、
若
し
〈
は

そ
れ
に
返
き
代
岡
慣
を
以
て
頁
却
す
る
ご
吉
を
考
ふ
る
が
如
き
は
、
買
に
痴
人
の
夢
で
あ
る
。
航
船
は
使
用
ピ
共
に

老
朽
仁
近
づ
〈
も
り
で
ゐ
る
か
ら
‘
般
に
海
運
界
の
且
尻
町
地
に
何
等
の
漫
勤
な
く
、
市
場
運
賃
が
一
定
不
畿
で
あ
る

ご
し
て
も
、
そ
の
般
舶
の
代
償
は
使
用
年
数

rり
ゅ
一
く
な
る
べ
き
筈
の
も
の
で
ゐ
る
o

そ
の
上
、
真
に
海
運
界
が

不
目
見
品
気
の
傾
向
を
た
y」
hzJ
・
市
場
運
賃
が
下
落

ω勢
を
改
め
グ
品
場
人
官
に
は
、
謹
貨
を
儲
〈
る
こ

t
仁
の
み
、

そ

の
生
命
を
も
っ
所
の
船
舶
の
代
債
は
、
下
落
こ
そ
す
れ
、
原
献
を
維
持

L
、
若
し

C
は
騰
寅
す
る
が
如
き
は
、
決

し
て
あ
h
得
ぺ
か
ら

F
る
所
で
あ
る
。

海
運
界
不
況
の
場
合
に
、
老
齢
舶
を
貰
却
す
る
も
の
、
ゐ
る
は
、
即
も
彼
が
近
量
購
求
に
於
て
、
司
令
の
舶
舶
を

以

τ有
利
な
る
営
業
を
な

L
得
る
の
見
込
を
も
た
な
い
炉
ら
で
あ
る
。
放
に
、
人
々
の
考
へ
は
ま
も
ま
も
な
る
が

蛍
然
で
あ
る
に

L
て
も
、

か
、
る
ご
き
に
め
た
り

τ、
近
語
、
一
二
年
の
後
に
景
気
の
回
復
す
る
に
盟
を
鳴
き
、
少

し
も
減
債
の
鈴
却
を
も
な
さ
す
し
て
寅
却
せ
ん
よ

Z
を
考
る
が
如
き
は
‘
確
貨
な
枝
出
陣

ωゐ
る
行
動
で
あ
る
正
は

い
へ
宇
、
寧
ろ
単
に
、
無
計
算
の
投
機
的
行
動
た
る
に
止
ま
る
ご
い
ふ
の
外
は
な
い
。
若
し
、
そ
の
想
像
す
る
が

如
き
は
高
気
の
快
復
ef
児
る
飽
は

F
る
場
合
に
は
、
牧
盆
カ
を
夫
ひ
た
る
老
何
紬
を
抱
へ
て
経
済
的
彼
滅
に
陥
る
の

外
は
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

穴



老
齢
般
に
つ
い
て
真
に
吾
々
の
注
意
す
ぺ
き
一
』
ご
は
‘
伎
に
、
そ
の
固
定
品
質
は
新
治
般
に
比
ぺ
て
、
質
際
に
安

〈
う
(
も
の
ご
し
、
若
し
〈
は
同
一
で
ゐ
る
ご

L
τ
も
、
そ
の
抑
制
岨
宮
山
武
ご
航
蓮
費
己
は
ど
う
で
あ
る
が
、

ご
い
ふ

-
』
E
で
あ
る
。

二
、
に
固
定
説
古
い
ふ
の
は
、
事
業
活
動
の
恭
礎
を
な
す
も
の
に
閲
す
る
費
用
で
ゐ
る
o

同
定
費
ピ
い
ふ
名
稀

は
、
資
本
が
同
定
的
投
下
問
依
に
ゐ
る
仁
よ
b
要
す
る
印
刷
の
費
用
ご
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
か
、
る
費
則
は
、
取
扱

ふ
所

ω蓮
迭
量
が
増
減
し
て
も
、

ニ
れ
が
そ
の
蓮
港
企
業

ω路
管
規
模
を
発
見
す
る
の
必
要
な
怒
詰
起
古
な
い
間

は
、
そ
の
翻
が
後
動
す
る
ニ
ピ
な
〈
、

一
定
額
に
凶
定
な
る
経
費
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
も
の
は
、
借
入
資
本

の
利
子
、
減
調
紛
却
裂
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
。
経
傍
費
ご
い
ふ
は
、
海
運
企
業
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
要
す
る
所

の
経
費
で
あ
っ

t
、
同
時
に
取
扱
は
れ
、
若
く
は
時
を
異
に
し
て
取
扱
は
る
、
多
数
の
蓮
迭
客
飽
が
、

そ
の
運
透

の
た
め
に
漣
帯
的
関
係
に
於
て
、
慈
き
起
す
所
み
費
用
で
あ
る
。

こ
の
純
の
費
用
は
蓮
設
量
の
増
加
に
伴
っ

τ遜

滅
的
割
合
に
於
て
増
加
L
、
そ
の
減
少
に
伶
つ

τ遜
滅
的
割
合
に
於
て
減
少
す
る
o

そ
の
典
型
的
な
も
の
は
、
人

件
費
や
消
耗
品
設
で
あ
る
。
航
運
費
は
.
運
法
活
動
の
た
め
に
要
す
る
費
別
で
あ
っ
て
、
各
佃
の
運
送
客
舗
に
つ

き
桐
別
的
畑
別
立
的
に
生
す
る
費
用
で
ゐ
る
。
こ
の
栂
の
費
用
は
蓮
迭
量
的
増
加
減
少
に
正
比
例
し
て
増
加
し
若
く

積は
込減
陸少
揚す
げる
の。

貨そ
物 ω
費典
で型
ゐ的
る 1t
0， lも

()) 

は

こ
、
に
問
題
ご
す
る
が
如
き
不
定
期
跡
事
業
に
あ
っ
て
は
、
燃
料
費
、

，~ 

老
齢
船
山
越
川
と
そ
の
庭
分

第
四
凱

/1. 

第
二
十
七
谷

五

七

百E

そり詳細は、fl再現一海運賃辛諭J第五卒、基準問。1) 



時

前

老
齢
船
の
運
用
止
そ
の
蕗
分

第
一
一
十
七
巻

五
三
凡

第
四
割

丹、

古
て
、
老
齢
加
古
新
池
般
ご
を
比
較
し
て
、

こ
の
経
餐
費
己
一
航
蓮
柴
Z
を
翻
・
鈴
す
る
じ
つ
い
て
見
逃
す
べ
か
ら

F
る
も
の
は
、
治
加
議
機
工
業
の
品
目
迭
で
ゐ
る
。
今
日
、
剖
唱
般
造
機
工
業
に
於
り
る
技
術
の
誕
歩
は
、
制
削
る
偉
大

な
る
も
の
で
め
る
が
、
司
ぞ
れ
は
主
正

L
て
、
人
件
費
を
立
正
す
る
経
待
費
正
、
燃
料
品
叫
が
そ

ω大
部
分
を
占
む
る

が
遁
投
ご
を
、
盆
i
節
約
す
る
の
致
岡
市
を
泉
げ
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
o

依
に
、
側
々
の
兵
般
的
の
例
は
姑
く
論

外
正
し
工
、
そ

ω
一
般
的
傾
向
よ
h
の
み
言
へ
ば
、
後
か
ら
出
来
る
も
の
ほ
Y
」
、
そ
の
帥
剛
健
の
椛
芯
及
び
機
闘
の

設
計
も
盆
t
能
率
よ
く
迩
ら
れ
、
経
帥
皆
殺
航
述
曲
賞
の
負
擦
が
少
〈
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
也
新
迩
舶
は

縦
ひ
そ
の
建
造
代
般
若
し
(
は
買
入
品
川
A

段
門
炉
、
老
齢
船
よ
り
高
(
、
従
ハ
ノ
TL
伯
入
資
本
を
以
て
調
詮
す
る
ピ
せ

ば
、
そ
の
利
子
負
捻
は
縦

ο老
齢
船
よ
h
大
き
い
切
に
し
て
も
、
加
髄
H
A
び
機
関
の
能
率
高
き
た
め
純
笹
山
武
己
航
迷

曲
耳
正
の
負
披
は
老
齢
船
よ
り
も
諮
か
に
低
い
も

ω
で
あ
る
。

殊
に
新
他
地
舶
の
利
子
負
滋
は
老
齢
般
よ
h
大
で
ゐ
る
に
し

τも
、
そ
の
耐
周
年
限
は
向
ほ
甚
に
氷
き
た
め
、
↑
階

蓮
田
亦
の
好
且
品
集
に
遭
過
す
る
の
機
曾
も
多
く
、

そ
の
可
能
も
大
で
ゐ
h
、
従
っ
て
、

そ
の
際
に
於
り
る
大
な
る
利

盆
を
以
て
、
こ
の
利
子
負
携
の
填
捕
加
を
な
す
の
可
能
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
o

こ
の
則
、
老
齢
般
は
、
そ
の
耐
用

年
限
阪
じ
そ
の
大
字
を
池
ぎ
た
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

か
、
る
好
景
気
に
遭
遇
す
る
の
可
能
も
従
っ
て
甚
H
L
乏
し

h
v

も
の
で
あ
る
o

故
に
こ
の
貼
仁
於
て
は
、
新
地
般
的
運
則
者
が
、
好
景
気
の
場
合
に
恨
重
な
る
態
度
を
持
す
る

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
老
齢
船
に
比
し

τ甲
乙
な
き
の
結
果
を
牧
む
る
こ
言
が
出
来
る
ご
い
つ

τよ
い
。



併

L
、
経
管
費
ご
航
運
費
ご
に
歪

τは
、
前
越
の
如
(
、

一
般
的
に
言
へ
ば
、
老
齢
般
は
到
底
新
遺
跡
に
及
よ

こ
ご
が
出
来
な
い
。
故
仁
縦
ひ
利
子
負
捻
的
大
な
る
こ
ご
を
計
算
に

λ
れ
る
に
し

τも・
一
』
の
綴
併
費
Z
財
迩
費

ご
の
少
き
た
め
、
新
池
舶
の
蓮
迭
原
殺
は
老
齢
般
に
比
べ

t
羽
刺
で
ゐ
h
、
少
〈
正
一
も
不
利
で
あ
る
諜
は
な
い
ら

者

L
老
齢
航
よ
り
も
、
経
酷
巨
費
航
一
辿
費
共
に
不
利
で
あ
る
や
う
な
加
舶
を
姑
悲
し
た
ご
す
れ
ば
、

そ
れ
は
必
守
設

計
違
反
で
あ
っ
て
、
民
手
が
引
取
る
こ
ご
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

古
れ
ば
、
縦
ひ
、
則
定
山
口
、
経
肌
肝
山
武
，

L
t
E
t
 

k
m
n
芯
史
胡
主

の
三
者
を
合

L
た
る
迩
件
直
閉
山
山
賀
会
慨
に
於
て
は
、
新
治
脚
色
送
附
加
も
大

L
た
愛
'
り
は
な
い
に
[
て
も
、
こ
の
終

臥
匹
釣
ピ
航
一
辿
肌
武
己

ω貼
に
於
て
、
新
也
船
は
老
齢
舶
よ
り
優
れ
て
居
る
ピ
い
ふ
こ
ご
は
、
海
運
M
介

ω不
山
仙
の
場
合

に
於
て
殊
仁
大
な
る
強
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

i:: 

-
』
の
こ
ご
に
り
い

τは
、
私
は
筒

τ述
べ
た
繋
船
附
削
・
己
い
w

ふ
も
凶
を
、

も
う
一
度
一
』
、
に
持
も
山
吉
ね
ば
な
ら

泊
。
郎
も
、
不
定
期
船
業
者
は
、
市
場
迩
貨
が
下
落
し
て
、

司
、
れ
仁
よ
る
航
海
が
損
失
を
蹄
ら
す
場
合
で
も
、
必

宇
し
も
そ
れ
が
た
め
、
所
有
舶
を
繋
也

Lτ
修
業
を
休
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
所
有
舶
を
繋
山
田
す
Z

に
Lτ
も
、
同
定
費
は
依
然
ぞ
の
全
額
を
要
[
、
繋
留
の
た
め
に
は
積
極
的
の
支
出
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で

あ
る
。
不
定
期
航
主
が
所
有
仙
酬
を
蝶
留

1
べ
き
場
令
ご
い
ム
の
は
、
市
場
布
地
貨
凶
下
落
が
真
に
著
し
〈
な
h
、
損

失
が
一
府
加
は
h
、
そ
の
市
場
謹
H
に

τ航
海
を
な
可
の
損
失
正
、
船
舶
eT
繋
留
す
る
の
損
失
ご
が
同
一
ご
な
る

" 
崎、
画局

者
齢
船
田
出
川
と
そ
凶
蕗
分

第
二
十
む
を

五
三
丸

第
四
抗

J、



M年

老
齢
舶
の
連
用
と
そ
の
蕗
分

J、
pq 

第
二
十
七
を

五
回
。

論

第
四
椀

場
合
で
ゐ
る
。

今
、
固
定
数
を
/
を
以
℃
表
は
し
、
経
後
設
を
M

を
以
て
表
は
し
、
航
運
費
を

n
を
以
て
表
は
す
ご
す
れ
ば
、

運
お
航
耐

ω
金
山
首
刑
は
(
¥
十
定
士
N
)

で
ゐ
る
。

こ
の
航
海
に
於
け
品
運
賃
牧
入
e
r
E
正
す
れ
ば
‘
(
¥
+
言
+
む
)
v
h

の
場
合
に
は
、
損
で
め
っ
て
、
そ
の
損
朱
の
傾
は
へ
¥
十
さ
ト
ふ
|
同
で
の
品
。
疋
に
紫
舶
の
場
合
に
は
、
岡
山
止
提

た
る
/
は
全
額
を
依
然
必
要
ご
す
る
も
の
で
ゐ
h
、
そ
の
上
.
繋
舶
ハ
り
た
め
の
費
用
，
叫
を
必
要
ご
し
.
結
局
.

(
¥
+
ミ
)
を
損
失
せ
ね
ば
な
ら

ρ
。
こ
の
へ
¥
+
違
十
ミ
)
l
h
己
(
¥
十
昔
、
)
ご
が
等
し
い
場
令
に
至
っ
て
、
不
定
期
般

は
削
指
航
す
る
の
で
ゐ
る
。
放
に
、
繋
船
鮎
の
漣
い
は
牧
入
は
(
¥
十
詰
十
お
)
l
h
H
(
¥
+
ミ
)
ピ
い
ム
式
ω
E
で
の
つ

司
』
れ
が
私
の
綱
同
ム
所

ω繋
船
駄
の
運
賃
牧
入
で
ゐ
る
。
運
賃
牧
入
が
守
}
の
馳

に
な
る
ま
で
.
市
場
越
貨
が
下
落
す
れ
ば
、
続
協
例
法
則
ご
し
て
は
、
そ
の
船
舶
は
紫
留
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

て
、
即
ち
(
S
l
ミ
)
十
N
N

で
あ
る
。

海
運
非
不
況
的
場
合

ω鍵
般
鮎
正
い
ふ
も
り
は
右
山
知
一
一
き
も
の
で
ゐ
る
。
こ

ω脚
揖
柿
駄
な
る
も

ωは
、
右
の
式

に
見
は
れ

τ居
る
や
う
に
、
/
即
も
岡
定
費
的
大
小
之
は
閲
係
な
き
も

ωで、
たい
V

M

印
も
経
後
投
古
刀
即
ち
航

運
費
正
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
り
両
者
山
大
な
る
も
の
は
緊
船
制
が
高
〈
、

こ
の
両
者

ω小
な
る
も
の
は

そ
れ
が
低
い
。
そ
し
て
、
繋
船
紡
が
高
い
ご
い
ふ
こ
と
は
、

-m蓮
田
川
が
不
況
で
、
市
場
蓮
如
且

ω
下
落
し
っ
、
ゐ
る

場
合
に
於
て
、
早
〈
加
盟
航
す
る
の
必
要
に
治
ま
ら
晶
、
も
め
で
ゐ
h
.
脚
県
船
駄
の
低
い
も
の
は
、

よ
れ
正
反
拠
割

に
、
市
場
運
賃
が
一
見
に
一
府
下
落
し
て
後
初
め
て
繋
舶
の
必
要
が
生
中
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
仁
、
繋
船
鮎
内
高

詳制は拍iE皆「出担賃卒論JU5六事及iI匙担同盟論Jllj服部二市!f.c f'市事'担。1) 



い
も

ωは
、
不
況

ω場
合
に
、
競
争
力
弱
〈
、
生
磁
の
徐
地
少
き
も
の
で
ゐ

b
、
繋
船
鮎
の
低
い
も
の
は
、
不
況

の
場
合
に
於
て
も
・
競
宰
カ
強
〈
、
生
獲
の
依
地
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
今
、
新
治
般
ご
老
齢
般
ご
を
比
較
す
る
仁
、
新
造
船
は
詑
加
治
機
工
業
り
後
速
の
成
物
を
肱
川

L

τ能
率
J
H

向
く
池
ら
れ
に
も
の
で
、
前
述
の
如
〈
、
人
件
技
や
燃
料
提
ち
少

c、
即
L
繋
船
鮪
を
表
は
す
所

ω(詰
1

ミ
)tLN
の
積
桶
投
目
た
る

?
b
n
も
少
〈

τ油
開
む
も

ωで
あ
る
。
老
齢
舶
は
和
そ
が
治
ら
れ
た
ご
き
は
ど
も
炉

〈
、
今
日
に
至
つ
て
は
、

か
、
ゐ
方
而

ω改
良
よ
り
収
時
間
百
れ
、

m
も
M

も
比
較
的
に
大
な
る
も
り
で
あ
る
。
，
ぽ

川
町
大
古
な
る
も
の
は
探
肋
の
場
合
に
闘
す
る
も
り
で
・
海
運
市
場
に
活
躍
し
て
競
守
を
な
す
場
令
仁
は
会
〈
関
係

な
き
も
の
で
あ
る
o

放
に
、
新
造
船
は
、
こ
の
鮎
よ
り
一
百
へ
ば
、
海
運
界
不
況
の
場
合
じ
は
、
老
齢
般
ご
の
競
守

に
於
て
相
調
的
に
中
日
第
に
有
刺
ご
な
る
に
一
江
し
、
老
齢
帥
加
は
不
況
の
加
は
る
ご
共
に
盆
I
不
利
の
地
位
仁
陥
ム
リ
、

そ

ω競
争
力
は
次
第
に
税
引
抑
ど
な
る
。
そ
し

τ.
不
最
気
が
真
に
加
は
る
に
於
て
は
、
遂
に
繋
船
す
る
の
巳
む
な

き
に
至
り
、
船
腹
の
供
給
界
よ
与
振
落
古
る
、
司
」
正
、
な
る
。

右
に
述
べ
た
る
所
よ
h
ニ
』
れ
を
見
れ
ば
、
老
齢
舶
を
買
入
れ
て
有
利
で
あ
h
‘
こ
れ
を
運
用
し
て
傍
業
の
成
功

す
る
は
、
我
闘
の
一
般
肋
主
が
考
へ
る
や
う
に
・
海
運
界
が
不
況
に
向
は
ん
正
す
る
古
き
で
は
な
〈
し
て
、
景
気

の
快
復
刻
で
ゐ

b
、
近
き
崎
川
来
に
好
長
銀
の
来
る
こ
正
の
確
質
な
る
場
合
で
あ
る
o
か
、
る
際
は
、
運
賃
が
弐
第

に
昂
騰
せ
ん
ご
す
る
ご
き
で
ゐ
る
か
ら
、
経
営
費
、
航
蓮
費
が
新
港
舶
に
比
べ

τ大
な
る
こ
ご
は
、
重
大
な
影
響

師与

論

老
齢
舶
の
運
用
と
そ
の
盛
分

第
ニ
十
七
巻

五
I!!l 

第
四
就

J、
E 



時

言詣

老
齢
船
の
運
川
と
そ
の
島
分

第
二
十
七
巻

百

四

協
同
披

L

f

 

J
J
F
 

を
も
つ
も
の
で
は
な
〈
、
ま
た
縦
ひ
減
傾
の
鈴
却
を
行
は
4
y
Z
も
、
好
旦
吊
息
地
に
際
し
、
同
月
入
値
段
セ
崩
す
こ

Z
な

〈
し
て
、
容
易
に
こ
の
舶

ω買
手
を
見
出
す
こ
さ
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
o
然
る
に
、
前
途
に
、
何
等
最
須
の
良

好
に
向
ム
徴
候
も
見
え
な
い
の
に
、

た
V

そ
の
伯
嵩
の
少
い
こ

Z
ゃ
、
従
っ
て
ま
た
、
回
定
費
た
る
利
子
負
踏
の

P

、
:
・
)
己
主
工
、

A
H
J

し
『
、

E
G
T
ぜ

l

老
齢
舶
を
賀
入
品
、
が
如
き
は
、

貨
に
無
謀
か
然
ら
ざ
れ
ば
同
険
の
甚
口
・
し
い
も

ωであ一

る
。
我
国
や
伊
太
利
の
船
主
は
、
海
運
芥
の
不
況
に
向
は
九
ご
す
る
に
際

L
・
老
齢
舶
を
買
入
れ
た
も
の
で
あ

よ
き
貸
手
を
見
付
け
て
二
れ
を
手
離
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
・

我
闘
に
老
齢
舶
の
問
題
の
起
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
右
に
通
ぶ
る
知
量
一
事
情
に
よ
る
の
で
ゐ
る
。

そ
の
際
に
、

h
、
英
士
口
利
や
諾
成
の
舶
去
は
、

J司、

き
て
、

門
戸
〈
ヲ
加
〈
-

u

i

t

-

-

J

て
、
我
閣
の
海
運
界
は
、
老
船
舶
問
題
に
憎
ま
き
れ
つ
、
ゐ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
解

決
正
し

τ碕
々
な
る
こ
芭
が
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
最
も
、
幼
稚
に
し
て
乱
暴
な
る
論
を
な
す
も
の
は
、
法
規
ぞ
以

て
老
齢
航
た
る
一
定
船
齢
以
上
の
も
の
、
使
用
禁
止
を
な
す
ぺ
し
己
い
ふ
。
併
し
、
老
齢
舶
が
今
日

ω如
く
過
剰

叫
肌
腿
を
呈
す
る
ま
で
轍
入
せ
ら
れ
た
の
は
、
も
ご
よ
h
輸
入
船
去
の
無
誌
な
る
楼
業
政
策

ω結
川
端
で
あ
る
け
れ
ど

も

一
面
じ
於

τは、
こ
れ
を
傍
観
し

τ、
何
等
指
導
す
る
所
の
な
か
っ
た
泌
事
行
政
常
局
も
亦
国
民
じ
封
じ
そ

の
一
宇
の
資
を
負
ふ
べ
き
も
の
で
め
る
。
故
に
、
今
、
そ
の
蛍
局
が
突
然
、

一
片
の
法
規
を
以
て
、
説
っ
て
老
齢

舶
を
背
負
込
ん
だ
一
部
帥
五
の
み
エ
慢
に
於
て
-
』
の
問
題
は
解
決
す
る
は
正
義

ω許
さ
い
る
所
で
ゐ
る
o



或
は
国
家
の
費
用
負
擦
の
下
に
、
過
剰
鋤
腹
を
な
す
老
齢
帥
仰
を
解
撤
す
ぺ
し
ご
の
論
も
あ
る
。
併
し
国
家

ω費

用
は
即
ち
凶
民
会
般
の
負
強
で
ゐ
る
。
今
日
、
老
齢
舶
の
背
負
込
み
に
1
苦
め
る
締
主
の
救
済
も
、
必
十

t
も
等

閑
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
併
し
・
戦
時
好
況
の
際
に

E
利
を
博
し
な
が
ら
、
後
日
の
た
め
に
賢
明
な
る
策

erz
ら
す
、
徒
ら
に
儲
か
る
に
従
っ
て
宥
修
に
ふ
け
b
・
国
民
全
般
に
濁
し
て
消
費
膨
脹
の
悪
風
を
助
長
し
・
今

日
調
は
ゆ
る
経
済
困
難
を
招
来
し
た
に
つ
い
て
少
か
ら

F
る
責
を
負
ふ
べ
き
も
の
に
針
し
、
そ
れ
を
救
憐
す
る
に

同
日
目
全
般
は
何

ω放
を
以

t
、
一
見
に
ぞ
吋
品
川
拾
を
加
重
せ
ら
品
、
の
理
由
ゐ
る
か
。
私
は

.e」
れ
を
説
明
す
る
の

道
を
知
ら

F
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
見
仁
注
意

τ
べ
き
は
、
法
規
を
以
て
す
る
使
用
禁
止
も
、
図
費
負
掠
め
解
撤
も
、

こ
れ
に
よ
っ
て
船
腹

の
供
給
が
減
少

L
・
我
国
船
主
ま
た
は
岡
民
の
負
擦
で
運
賃
が
幾
分
で
も
騰
貴

τれ
ば
、

そ
の
恩
恵
に
奥
る
も
の

は
日
本
船
主
だ
け
で
は
な
い
ニ
さ
で
あ
る
u

二
、
に
廻
紬
す
る
所
の
外
岡
般
主
も
こ
の
利
盆
に
均
話
す
る
o

日
本

般
主
や
闘
民
は
犠
牲
を
梯
ム
が
、
外
岡
般
主
は
何
等
の
犠
牲
な
く
こ
の
利
権
に
均
揺
す
る
。
こ
の
貼
よ
h
見
れ
ば
、

炉
、
る
方
法
は
、
我
副

ω犠
牲
に
よ
っ
て
外
岡
蜘
主
に
利
益
を
典
へ
る
の
結
果
Z
な
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
向
。

尖
に
考
へ
ら
る
、
も
の
が
、
本
編

ω宵
頑
に
紹
介
し
た
所

ω、
最
近
二
三
者
仁
よ
っ
て
主
唱
せ
ら
る
、
緊
鰍
同

盟
で
め
る
。
併
し
不
定
期
船
主
の
蝶
般
同
聞
な
る
も
の
は
、
縦
ひ
一
時
は
成
立

L
て
も
、
幾
多
ゆ
理
由
に
よ
ち
て

そ
の
存
ト
仕
の
永
鎖
性
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
計
査
は
、
般
に
成
立
し

τも
、
車
に
一
時
的
な
る
問
題
の
解
決
た

時

論

老
齢
船
田
運
用
と
そ
白
虎
分

第
二
十
七
巻

五
回
三

第
四
蛇

.i¥. 
七



時

諭

老
働
船
田
話
用
と
そ
白
底
分

拍
車
二
十
七
谷

五
回
凹

第
四
披

iI. 
iI. 

る
に
止
ま
h
、
本
蛍
の
解
決
で
は
な
い
。

不
定
期
船
主
の
紫
般
同
盟
の
成
立
i
難
き
第
一
の
理
由
は
、
利
害
関
係
者
の
敷
が
あ
ま
り
に
多
い
こ
ご
で
め

る
。
我
岡
船
主
に

L
て
近
帰
航
路
に
利
害
関
係
を
も
つ
も
の
、
伺
人
船
主
主
曾
枇
ピ
を
合
せ
て
、
現
在
凡
そ
百
六

十
人
ほ
ど
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
多
数
が
、
そ
の
所
有
舶
の
繋
留
及
び
そ
の
共
同
配
加
古
い
ふ
ζ

ご
に
つ
い
て
、
利
害

が
調
和
し
‘
意
見
が
一
致
L
、
脚
措
般
同
盟
が
成
立
L
、
彼
等
怨
〈
が
ニ
の
同
盟
の
下
に
、

ご
も
か
く
も
、
満
足
す

る
が
如
き
は
、
初
め
よ
b
望
む
二
百
を
得
な
い
。
故
仁
仮

ι繋
船
同
盟
が
成
立
す
る
ご
し

τも
、
こ
れ
を
組
成
す

る
も
の
は
、
近
海
航
路
に
利
害
関
係
を
も
っ
船
主
の
全
部
で
は
な
〈
て
、
そ
の
う
も
の
一
部
分
の
も

ωだ
け
古
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

ニ

ω
一
部
分

ω般
主
連
が
、

そ
の
各
自
り
共
同
負
携
に
於
て
、
ぞ
の
所
有
般
り
繋
舶
を
行

ひ
、
-
』
れ
に
よ
っ
て
供
給
納
腹
の
制
限
を
な
し
、
以
て
そ

ω運
賃
を
釣
h
上
げ
、
こ
れ
を
Z
も
か
〈
放
盆
駄
仁
近

づ
り
ん
ご
す
る
一
二
」
、
な
る
。
併
し
・

か
〈

τ、
若
し
そ
の
計
査
通
り
に
、
幾
分
に
て
も
運
貨
を
釣
b
上
げ
得
る

Z
し
で
も
、
号

ω恩
恵
に
奥
る
も
の
は
、

こ
の
同
慌
の
加
盟
者
に
け
で
は
な
い
。
一
俳
は
高
人
仁
開
放
廿
一
ら
れ
て
居

る
。
同
却
に
加
は
ら
な
い
舶
五
も
亦
等
し
〈
、

そ
の
恩
恵
に
治
す
る
こ
ご
、
な
る
。
而
も
、
加
盟
者
は
、
共
同
緊

船

ω費
用
を
負
捻
仁
、
加
盟
外

ωも
凶
は
、
こ
の
負
擦
を
免
れ
て
た
い
そ

ω利
盆

ωみ
を
受
〈
る
の
で
あ
る
。
か

〈
て
は
、
加
盟
者
は
.
呆

L
τ
こ
れ
仁
甘
ん
じ
て
同
践
を
維
持
す
る
の
決
心
に
鈍
る
所
な
き
を
得
る
か
。
疑
ふ
ま

で
も
な
主
所
で
め
ら
う
。



椴
仁
、
我
般
主
仁
し
て
近
海
航
路
仁
利
害
関
係
を
も
っ
所
の
も
の
、
殆
ど
大
部
分
が
、

こ
の
製
船
同
盟
に
加
盟

し

ご
れ
に
漏
れ
る
も
の
は
、
見
逃

L
t
差
支
な
き
税
度
の
も
の
に
け

r
t
し

τも、
日
本
近
海
航
路
は
、

日
本

が
多
少
た

h
ご
も
上
向
〈
こ
正
、
な
ら
ば
、
外
国
船
主
が
直
ち
に
、

日
本
航
主
の
共
同
負
拐
に
よ
っ
て
船
腹
供
給
の
制
限
が
行
は
れ
、
運
賃

日
本
近
海
に
舶
先
を
向
け
て
所
有
般
を
走
ら

舶
主

ω
濁
占
す
る
所
の
も
の
で
は
な
い
。

し
て
来
る
で
あ
ら
う
。
日
間
同
る
ご
き
は
、

日
本
船
主
が
繋
船
同
盟

ωた
め
に
抑
ふ
犠
牲
は
、
外
国
船
主

ω利
盆
ご
す

る
所
に
終
る
。
放
に
・
帥
出
納
同
州
皿
は
、
外
悶
怖
が
日
本
近
一
向
に
到
着
す
る
ま
で
が
命
で
ゐ
品
。

F

L

 

且
μ
1
L

日
本

ω簡
は
ゆ
る
沿
岸
航
路
は
.
法
律
に
よ
h
て
日
本
船
主
の
た
め
に
保
存
』
で
ら
れ
て
居
品
。

-
-
、
に

は
、
外
凶
舶
は
競
守
し
来
る
-
}
ど
が
出
来
な
い
。
放
に
、
-
』
の
範
園
内
の
襲
般
同
盟
な
ら
ば
外
岡
舶
に
撹
乱
せ
ら

る
、
恐
れ
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
、
成
立
の
可
飽
性
が
ゐ
る
に
ら
う
£
思
は
る
、
削
も
知
れ
な
い
o

併
し
謂

は
ゆ
る
沿
岸
航
路
に
り
の
同
盟
で
ゐ
っ
て
も
、

こ
れ
に
利
待
関
係
を
も
っ
大
多
数
の
船
主
の
怠
見
が
一
致
し
、
刺

容
が
調
和
し
て
、
そ
の
同
盟
的

J

成
立
を
見
る
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
利
己
心
の
み
強
〈

Lτ
、
共
同
的
拙
刑
制
仁
侠

(
も
の
、
日
よ
り
見
れ
ば
、

か
、
る
同
盟
が
出
来
上
る
ざ
す
れ
ば
、
こ
れ
に
加
却
す
る
よ
b
も
、
加
盟
せ
予

L

て
、
外
に
在
っ
て
同
盟
的
地
域
に
配
附
す
る
方
が
寧
ろ
利
盆
大
な
る
か
ら
で
ゐ
る
。
故
に
、
な
は
、
繋
船
同
盟
は

到
底
一
時
的
の
も

ωな
る
を
信
宇
る
。

九

時

論

老
齢
船
山
越
川
と
そ
白
血
分

第
二
十
七
巻

五
四
五

第
川
腕

λ 
九



時

司有

老
齢
船
申
運
用
と
そ
の
底
分

第
二
十
七
巻

五
四
六

第
叫
挽

h 
O 

然
ら
ば
、
我
が
老
齢
般
問
題
ゆ
解
決
策
ご
し
て
は
如
何
な
る
も
の
が
残
る
か
。

私
の
案
は
，
極
め
て
卒
凡
且
つ
簡
単
で
ゐ
る
o

日
く
、
老
齢
舶
は
な
る
べ
く
迩
に
.
損
失
を
問
題
己
せ
A
V

成

行
の
値
段
で
外
国
へ
貰
梯
ふ
ぺ
し
。

海
運
界
は
、
近
主
将
来
に
於
て
、
突
品
問
的
事
件
が
起
ら
5
る
限
り
、
景
気
回
復
の
見
込
が
な
い
。
多
少
陪
土
産

業
の
景
気
が
回
復
し
て
・
海
上
に
移
動
す
右
貨
物
が
増
加
し
て
も
、
運
賃
が
上
向
〈
傾
向
矧
著
ご
な
れ
ば
、
今

日
、
繋
船
せ
ら
れ

τ居
る
所
の
世
界
各
港
じ
め
る
船
舶
、
特
に
』
ド

y
y
河
畔
に
影
を
ひ
そ
め
て
活
動

ω機
曾
を

待
も
っ
、
あ
る
亜
米
利
加
船
舶
院
所
属
の
百
何
十
高
噸
の
船
が
そ
の
程
度
に
感
じ
て
、
ぽ
円
/
ぽ
つ
動
き
出
し
て
、

運
賃
の
騰
貴
を
抑
へ
る
o

今
日
、
繋
舶
闘
の
内
外
に
あ
る
船
舶
が
有
利
の
航
海
を
な
し
得
る
は
、
潜
心
仕
的
供
給
た

る
地
位
に
あ
る
ニ
の
船
舶
院
そ
の
他

ω紫
留
舶
が
悉
く
活
動
金
始
め
た
る
後
で
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
前
途
浪
速
宅
あ
る
。

海
運
芥
の
最
気
回
復
に
ム
空
し
き
法
一
み
を
螺
い
で
、
燦
紬
駄
を

t
下
L
っ
、
あ
る
所
の
、

い
な
阪
仁
繋
仙
川
貼
な
突

破
し
た
所
的
般
舶
に
未
練
を
残
し

τ、
後
生
大
事
に
ニ
れ
を
抱
い
て
居
れ
ば
、
時
間
古
本
異
ゆ
用
品
出
品
回
復

ω来
る
ま
で

に
・
資
本
を
喰
ひ
演
し
、
負
債
に
座
倒
さ
れ
て
、
老
朽
般
己
心
中
す
る
の
外
は
な
い
。
脚
舶
は
世
界
的
市
場
を
有

す
る
商
品
で
ゐ
る
o

今
に
於

τ値
段
古
へ
見
切
れ
ば
、
買
手
を
見
出
す
に
背
む
~
』
ど
は
な
い
。
我
が
老
齢
舶
問
題

の
解
決
は
・
私
を
し
工
案
を
立
て
し
む
る
な
ら
ば
、
現
在
的
所
有
者

ω
損
失
負
強
に
於
一
1
、
資
調
を
見
切
っ
て
外

闘
に
寅
渡
す
-
=
』
で
ゐ
る
o

英
吉
一
利
ゐ
た

b
の
賢
明
な
る
船
主
が
、
阪
に
司
」
れ
を
行
ワ

τ、
我
闘
な
ど
の
船
主
が

そ
れ
に
乗
っ
た
所
の
、
そ
の
同
一
の
手
を
早
〈
我
も
用
ゐ
る
こ
ど
で
ゐ
る
。

l
l
三
・
丸
・
一
ー
ー


